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ストレージクラスタのメンテナンス操作の概要
HX Data Platformストレージクラスタのメンテナンスタスクは、ストレージクラスタのハード
ウェアコンポーネントとソフトウェアコンポーネントの両方に影響します。ストレージクラス

タのメンテナンス操作には、ノードやディスクの追加または削除とネットワークメンテナンスが

含まれます。

メンテナンスタスクの一部の手順は、ストレージクラスタ内のノードのストレージコントロー

ラ VMから実行されます。ストレージコントローラ VMで発行される一部のコマンドは、スト
レージクラスタ内のすべてのノードに影響します。
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3ノードストレージクラスタ。3ノードクラスタでノードを削除するかまたはシャットダウ
ンする必要があるタスクについては、テクニカルアシスタンスセンター（TAC）までご連絡
ください。3ノードストレージクラスタでは、1つのノードで障害が発生するかまたは 1つの
ノードが削除されると、3番目のノードが追加され、ストレージクラスタに参加するまで、ク
ラスタは正常ではない状態になります。

vSphere 5.5から 6.0へのアップグレード。ESXサーバまたは vCenterサーバのいずれかを 5.5
から 6.0にアップグレードする場合は、事前にテクニカルアシスタンスセンター（TAC）に
お問い合わせください。

ノードの追加。ストレージクラスタへのノードの追加は、HX Data Platformインストーラのク
ラスタ拡張機能を使用して実行されます。新しいノードはすべて、HX Data Platformのインス
トールおよび初期ストレージクラスタの作成時と同じシステム要件を満たしている必要があ

ります。クラスタ拡張機能の使用の要件と手順については、『Cisco HX Data Platform Getting
Started Guide』を参照してください。

（注）

オンラインメンテナンスとオフラインメンテナンスの比較

タスクによっては、ストレージクラスタをオンラインまたはオフラインのいずれかにする必要が

あります。通常、メンテナンスタスクを行うには、ストレージクラスタ内のすべてのノードがオ

ンラインであることが必要です。

ストレージクラスタメンテナンスがオフラインモードで実行されることは、CiscoHXDataPlatform
がオフラインであることを意味しますが、ストレージコントローラ VMが起動しているため、
Cisco HX Data Platformの管理は、コマンドライン stcliおよび vSphere Webクライアントの HX
Data Platformプラグインを使用して確認できます。vSphere Webクライアントはストレージの I/O
レイヤについてレポートできます。stcli cluster infoコマンドは、ストレージクラスタ全体の

ステータスが offlineであることを返します。

メンテナンス前タスク

ストレージクラスタのメンテナンスを行う前に、次の点を確認します。

•実行するメンテナンスタスクを特定します。

参照先

•すべてのメンテナンス操作（リソースの取り外し/交換など）は、システムロードが低いメ
ンテナンス期間中に行われます。

•メンテナンスタスクの実行前に、ストレージクラスタが正常であり稼動しています。

• HX Data Platformプラグインビーコンオプションを使用してディスクを特定します。

HXビーコンオプションは、ハウスキーピング 120GBSSDには使用できません。サーバでハ
ウスキーピング SSDの物理的な位置を確認します。

•並列して実行できないメンテナンスタスクのリストを確認します。順次に行うことだけが可
能なタスクがあります。
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• SSHがすべての ESXホストで有効になっていることを確認します。

•ホストでメンテナンスタスクを実行する前に、ESXホストを HXメンテナンスモードにし
ます。HXメンテナンスモードは、ESXメンテナンスモードでの vSphereよりも多くのスト
レージクラスタ固有ステップを実行します。

メンテナンス後タスク

メンテナンスタスクが終了したら、ノードのメンテナンスモードを終了して、ストレージクラ

スタを再起動する必要があります。加えて、HXストレージクラスタを変更した場合は、追加の
メンテナンス後タスクが必要になります。たとえば、vNICまたは vHBAを変更した場合は、PCI
パススルーを再設定する必要があります。

次の状態を確認してください。

•ホストでのメンテナンスタスクの完了後に、ESXホストの HXメンテナンスモードが終了
している。

•取り外しまたは交換作業の完了後に、ストレージクラスタが正常であり稼動している。

• HXストレージクラスタ内の特定の ESXホストで vNICまたは vHBAを追加、削除、または
交換した場合は、PCIパススルーを再設定します。

シリアル操作とパラレル操作
特定の操作は同時に実行することができません。次の操作は、（パラレルではなく）シリアルで

実行するようにしてください。

•ストレージクラスタまたはノードのアップグレード。

•ストレージクラスタの作成、再作成、設定。

•ノードの追加または削除。

•ノードをシャットダウンする必要があるノードメンテナンス。これには、ディスクやネット
ワークインターフェイスカード（NIC）の追加または取り外しが含まれます。

•ストレージクラスタの開始またはシャットダウン。

• vCenterでのストレージクラスタの再登録。

クラスタステータスの確認

ステップ 1 ストレージクラスタ内の任意のコントローラ VMにログインします。リストされているコマンドをコン
トローラ VMのコマンドラインから実行します。

ステップ 2 ストレージクラスタが正常であることを確認します。
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# stcli cluster info

次の例の応答は、ストレージクラスタがオンラインで正常であることを示します。

locale: English (United States)
state: online
upgradeState: ok
healthState: healthy
state: online
state: online

ステップ 3 ノード障害の数を確認します。
# stcli cluster storage-summary

応答の例：

#of node failures tolerable to be > 0

ビーコンの設定
ビーコンは、物理ネットワークオブジェクト（ディスクなど）の接続を確認するために使用する

pingの一種です。ビーコンは発信ネットワークオブジェクトから受信ネットワークオブジェクト
に送信されます。ビーコンが受信オブジェクトから発信オブジェクトに戻ると、デバイスのライ

トが、ネットワークオブジェクト接続が機能していることを示します。

ホストビーコンの設定はUCSManagerで行います。ディスクビーコンの設定は、HXData Platform
プラグインで行います。

ステップ 1 ホストビーコンをオンまたはオフにします。

a) UCS Managerの左側のパネルから、[Equipment] > [Servers] > [server]を選択します。
b) UCS Managerの中央のパネルから、[General] > [Turn on Locator LED]を選択します。
c) ホストが見つかったら、ロケータ LEDをオフにします。

UCS Managerの中央のパネルから、[General] > [Turn off Locator LED]を選択します。

ステップ 2 ディスクビーコンをオンまたはオフにします。

a) vSphere Webクライアントナビゲータから、[vCenter Inventory Lists] > [Cisco HyperFlex Systems] > [Cisco
HX Data Platform] > [cluster] > [Manage]の順に選択します。

b) ディスクの [Actions]メニューを表示します。
[Manage]タブで、 [Cluster] > [cluster] > [host] > [Disks] > [disk]を選択します。

c) オブジェクトの物理的な場所を探して、ビーコンをオンにします。
[Actions]ドロップダウンメニューから、[Beacon ON]を選択します。

d) ディスクが見つかったら、ビーコンをオフにします。
[Actions]ドロップダウンメニューから、[Beacon OFF]を選択します。
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HX クラスタの vMotion の設定の確認
HXクラスタで HXメンテナンス操作を実行する前に、HXクラスタのすべてのノードが vMotion
用に設定されていることを確認します。vSphere Webクライアントから次の項目を確認します。

1 vMotionポートグループが、クラスタのすべての ESXiホスト間でアクティブ/スタンバイ構成
の vmnic6と vmnic7で設定されていることを確認します。

2 ポートグループがvMotion用に設定されていること、および命名規則が、クラスタのすべての
ESXiホストの間でまったく同じであることを確認します。

名前では、大文字と小文字が区別されます。（注）

3 各vMotionポートグループに静的 IPアドレスを割り当てていること、各vMotionポートグルー
プの静的 IPアドレスが同じサブネットにあることを確認します。

4 クラスタ内の各 ESXiホスト上で、vMotionポートグループのプロパティで vMotionオプショ
ンがオンになっていること、他のポートグループ（Managementなど）でこのオプションがオ
ンになっていないことを確認します。

5 vMotionポートグループが 9000MTUに設定されており、VLAN IDが 0に設定されていること
を設定で確認します。

6 vMotionの 1つの ESXiホストの vMotionポートグループから他のホストの vMotion IPに ping
できることを確認します。

vmkping -I vmk2 10.104.0.20と入力します。

7 vmotionvNICSに関連付けられたCDP情報を表示して、適切なVLANがファブリックインター
コネクトから割り当てられていることを確認してください。

ストレージクラスタノードのメンテナンスモード
メンテナンスモードは、クラスタ内のノードに適用されます。このモードでは、ノードのデコ

ミッションまたはシャットダウンの前にすべての VMを他のノードに移行することによって、さ
まざまなメンテナンスタスク用にノードが準備されます。

メンテナンスモードには次の 2種類があります。

• Cisco HXメンテナンスモード

• VMware ESXメンテナンスモード

Cisco HX メンテナンスモード

Cisco HXメンテナンスモードは ESXメンテナンスモードに加えて HX Data Platform固有の機能
を実行します。最初のストレージクラスタの作成後に行うストレージクラスタノードのメンテ
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ナンスタスクでは、必ず、ESXメンテナンスモードではなく Cisco HXメンテナンスモードを選
択してください。

このモードは、クラスタ内の個別のノードで選択されたタスクを実行するための優先メンテナン

スモードです。次のようなものがあります。

•ディスクの交換などのメンテナンスのために個々のホストをシャットダウンする場合。

• ESX Serverのバージョンなど、ホスト上で選択したソフトウェアをアップグレードする場
合。

Cisco HX メンテナンスモードの留意点

• HXメンテナンスモードを使用する前に、ストレージクラスタ内のすべてのノード上のESX
で SSHが有効になっていることを確認します。

• ESXホストでタスクを実行できるようにHXメンテナンスモードを開始した場合は、ESXホ
ストでのタスクの完了後に必ず HXメンテナンスモードを終了してください。

• CiscoHXメンテナンスモードは、正常なクラスタのノードのみに適用されます。たとえば、
非常に多くのノードがダウンしている、またはクラスタをシャットダウン中など、クラスタ

が正常でない場合は ESXメンテナンスモードを使用します。

•手順については、「CiscoHyperFlexメンテナンスモードの開始」と「CiscoHyperFlexメンテ
ナンスモードの終了」を参照してください。

VMware ESX メンテナンスモード

このモードは、HXDataPlatformをインストールする場合や、クラスタに大幅な変更を適用する場
合に使用されます。

vSphereメンテナンスモードを開始または終了するには、次の手順を実行します。

• vCenter GUIで [host]を選択してから、メニューを右クリックして [maintenance mode]を選択
します。

• ESXコマンドラインで esx maintenance modeコマンドを使用します。

Cisco HyperFlexのメンテナンスモードの開始

vSphere Web クライアントの使用

1 vSphereのWebクライアントにログインします。

2 [Home] > [Hosts and Clusters]に移動します。

3 [HX Cluster]が含まれている [Datacenter]を展開します。

4 [HX Cluster]を展開し、ノードを選択します。
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5 ノードを右クリックし、[Cisco HX Maintenance Mode] > [Enter HX Maintenance Mode]の順に選
択します。

コマンドラインインターフェイスの使用

1 root権限を持つユーザとして、ストレージコントローラクラスタのコマンドラインにログイ
ンします。

2 ノードを HXメンテナンスモードにします。

a ノード IDと IPアドレスを特定します。

# stcli node list --summary

b ノードを HXメンテナンスモードにします。

# stcli node maintenanceMode (--id ID | --ip IP Address) --mode enter

（stcli node maintenanceMode --helpも参照してください）

3 root権限を持つユーザとして、このノードの ESXiコマンドラインにログインします。

4 ノードが HXメンテナンスモードになったことを確認します。

# esxcli system maintenanceMode get

vSphere Webクライアントの [Monitor] > [Tasks]タブで [Enter Maintenance Mode]タスクの進行状況
をモニタできます。

操作に失敗した場合は、エラーメッセージが表示されます。根本的な問題を修正してからもう一

度メンテナンスモードに入ります。問題を解決できない場合は、Cisco TACまでお問い合わせく
ださい。

Cisco HyperFlexのメンテナンスモードの終了

vSphere Web クライアントの使用

1 vSphere Webクライアントにログインします。

2 [Home] > [Hosts and Clusters]に移動します。

3 [HX Cluster]が含まれている [Datacenter]を展開します。

4 [HX Cluster]を展開し、ノードを選択します。

5 ノードを右クリックして、[Cisco HXMaintenance Mode] > [Exit HX Maintenance Mode]を選択し
ます。
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コマンドラインインターフェイスの使用

1 root権限を持つユーザとして、ストレージコントローラクラスタのコマンドラインにログイ
ンします。

2 ノードの HXメンテナンスモードを終了します。

a ノード IDと IPアドレスを特定します。

# stcli node list --summary

b ノードの HXメンテナンスモードを終了します。

# stcli node maintenanceMode (--id ID | --ip IP Address) --mode exit

（stcli node maintenanceMode --helpも参照してください）

3 root権限を持つユーザとして、このノードの ESXiコマンドラインにログインします。

4 ノードの HXメンテナンスモードが終了したことを確認します。

# esxcli system maintenanceMode get

vSphere Webクライアントの [Monitor] > [Tasks]タブで [Exit Maintenance Mode]タスクの進行状況
を監視できます。

操作に失敗した場合は、エラーメッセージが表示されます。根本的な問題を修正してからもう一

度メンテナンスモードに入ります。問題を解決できない場合は、Cisco TACまでお問い合わせく
ださい。

バックアップ操作の作成
HXストレージクラスタをシャットダウンする前に、設定をバックアップします。Preserve Identities
属性を使用して、Full-StateタイプとAllConfigurationタイプの両方のバックアップを実行します。

はじめる前に

1 UCS Managerにログインします。

2 バックアップサーバの IPv4アドレスまたは IPv6アドレスおよび認証クレデンシャルを取得し
ます。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All]ノードをクリックします。
ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域の [Backup Configuration]をクリックします。
ステップ 5 [Backup Configuration]ダイアログボックスで、[Create Backup Operation]をクリックします。
ステップ 6 [Create Backup Operation]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Enabled]：[OK]をクリックするとすぐに、Cisco UCS Manager
によってバックアップ操作が実行されます。

• [Disabled]：[OK]をクリックしても、Cisco UCS Managerによっ
てバックアップ操作は実行されません。このオプションを選択

すると、ダイアログボックスのすべてのフィールドが表示され

たままになります。ただし、[Backup Configuration]ダイアログ
ボックスからバックアップを手動で実行する必要があります。

[Admin State]フィールド
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説明名前

バックアップコンフィギュレーションファイルに保存された情報。

次のいずれかになります。

• [Full state]：システム全体のスナップショットが含まれるバイナ
リファイル。このバックアップにより生成されたファイルを使

用して、ディザスタリカバリ時にシステムを復元できます。こ

のファイルにより、元のファブリックインターコネクト上で設

定を復元または再構築できます。また、別のファブリックイン

ターコネクト上で設定を再現することもできます。このファイ

ルは、インポートには使用できません。

Full Stateバックアップファイルを使用した場合にの
み、バックアップファイルのエクスポート元のシステ

ムと同じバージョンを実行しているシステムを復元で

きます。

（注）

• [All configuration]：すべてのシステム設定と論理設定が含まれる
XMLファイル。このバックアップにより生成されたファイルを
使用して、これらの設定を元のファブリックインターコネクト

または別のファブリックインターコネクトにインポートできま

す。このファイルは、システムの復元には使用できません。こ

のファイルには、ローカル認証されたユーザのパスワードは含

まれません。

• [System configuration]：ユーザ名、ロール、ロケールなどのすべ
てのシステム設定が含まれるXMLファイル。このバックアップ
により生成されたファイルを使用して、これらの設定を元のファ

ブリックインターコネクトまたは別のファブリックインターコ

ネクトにインポートできます。このファイルは、システムの復

元には使用できません。

• [Logical configuration]：サービスプロファイル、VLAN、VSAN、
プール、ポリシーなどのすべての論理設定が含まれるXMLファ
イル。このバックアップにより生成されたファイルを使用して、

これらの設定を元のファブリックインターコネクトまたは別の

ファブリックインターコネクトにインポートできます。このファ

イルは、システムの復元には使用できません。

[Type]フィールド
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説明名前

このチェックボックスは、バックアップ操作の [All Configuration]お
よび [SystemConfiguration]タイプで選択されたままになり、次の機能
が提供されます。

• [All Configuration]：vHBA、WWPN、WWNN、vNIC、MAC、
UUIDなどのプールから取得したすべての IDがバックアップ
ファイルに保持されます。また、シャーシ、FEX、ラックサー
バの IDと、シャーシ、FEX、ラックサーバ、IOM、ブレード
サーバのユーザラベルも保持されます。

このチェックボックスが選択されていない場合、ID
は再び割り当てられ、ユーザラベルは復旧後に失われ

ます。

（注）

• [SystemConfiguration]：シャーシ、FEX、ラックサーバの IDと、
シャーシ、FEX、ラックサーバ、IOM、ブレードサーバのユー
ザラベルがバックアップファイルに保持されます。

このチェックボックスが選択されていない場合、ID
は再び割り当てられ、ユーザラベルは復旧後に失われ

ます。

（注）

このチェックボックスがバックアップ操作の [Logical Configuration]
で選択されている場合は、vHBA、WWPN、WWNN、vNIC、MAC、
UUIDなどのプールから取得したすべての IDがバックアップファイ
ルに保持されます。

このチェックボックスが選択されていない場合、IDは再び
割り当てられ、ユーザラベルは復旧後に失われます。

（注）

[Preserve Identities]チェックボック
ス

バックアップファイルの保存場所。次のいずれかになります。

• [Remote File System]：バックアップ XMLファイルはリモート
サーバに保存されます。CiscoUCSManager GUIによって次に示
すフィールドが表示され、リモートシステムのプロトコル、ホ

スト、ファイル名、ユーザ名、パスワードを指定できます。

• [Local File System]：バックアップXMLファイルはローカルに保
存されます。Cisco UCSManager GUIによって [Filename]フィー
ルドが、関連付けられた [Browse]ボタンとともに表示され、バッ
クアップファイルの名前と場所を指定できます。

[OK]をクリックした後、場所は変更できませ
ん。

（注）

[Location of the Backup File]フィー
ルド
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説明名前

リモートサーバとの通信時に使用するプロトコル。次のいずれかに

なります。

• FTP

• TFTP

• SCP

• SFTP

• [USB A]：ファブリックインターコネクト Aに挿入された USB
ドライブ。

このオプションは特定のシステム設定でしか使用できません。

• [USB B]：ファブリックインターコネクト Bに挿入された USB
ドライブ。

このオプションは特定のシステム設定でしか使用できません。

[Protocol]フィールド

バックアップファイルが格納されている場所のホスト名または IPア
ドレス（IPv4または IPv6）。これは、サーバ、ストレージアレイ、
ローカルドライブ、またはファブリックインターコネクトがネット

ワーク経由でアクセス可能な任意の読み取り/書き込みメディアなど
があります。

IPv4または IPv6アドレスではなくホスト名を使用する場
合は、DNSサーバを設定する必要があります。Cisco UCS
ドメインが Cisco UCS Centralに登録されていないか、DNS
管理が [local]に設定されている場合、DNSサーバを Cisco
UCS Managerに設定します。Cisco UCSドメインがCisco
UCS Centralに登録されていないか、DNS管理が [global]に
設定されている場合は、CiscoUCSCentralでDNSサーバを
設定します。

（注）

[Hostname]フィールド

バックアップコンフィギュレーションファイルのフルパス。この

フィールドには、ファイル名とパスを含めることができます。ファ

イル名を省略すると、バックアップ手順によって、ファイルに名前

が割り当てられます。

[Remote File]フィールド

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のあるユー

ザ名。このフィールドは、プロトコルが TFTPまたは USBの場合は
適用されません。

[User]フィールド
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説明名前

リモートサーバのユーザ名のパスワード。このフィールドは、プロ

トコルが TFTPまたは USBの場合は適用されません。

Cisco UCS Managerではこのパスワードは保存されません。そのた
め、バックアップ操作をすぐにイネーブルにして、実行する予定が

ない限り、このパスワードを入力する必要はありません。

[Password]フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。
ステップ 8 Cisco UCS Managerに確認ダイアログボックスが表示されたら、[OK]をクリックします。

[Admin State]フィールドをイネーブルに設定すると、Cisco UCS Managerによって、選択した設定タイプ
のスナップショットが取得され、ファイルがネットワークの場所にエクスポートされます。[Backup
Configuration]ダイアログボックスの [Backup Operations]テーブルに、バックアップ操作が表示されます。

ステップ 9 （任意） バックアップ操作の進行状況を表示するには、次の操作を実行します。

a) [Properties]領域に操作が表示されない場合、[Backup Operations]テーブルの操作をクリックします。
b) [Properties]領域で、[FSM Details]バーの下矢印をクリックします。

[FSM Details]領域が展開され、操作のステータスが表示されます。

ステップ 10 [OK]をクリックし、[Backup Configuration]ダイアログボックスを閉じます。
バックアップ操作は完了するまで実行し続けます。進捗を表示するには、[Backup Configuration]ダイアロ
グボックスを再度開きます。

HX ストレージクラスタのシャットダウンと電源オフ
一部のストレージクラスタメンテナンスタスクでは、ストレージクラスタをシャットダウンす

る必要があります。これは、ストレージクラスタをオフライン状態にすることとは異なります。

また、ストレージクラスタ内のノードをシャットダウンすることとも異なります。ストレージク

ラスタの電源をオフにすると、クラスタのすべての物理コンポーネントに影響します。

•電源がオフにされたクラスタでは、そのすべての物理コンポーネントが電源から切り離され
ます。

ストレージクラスタのすべてのコンポーネントの電源をオフにする必要があるのは非常に稀

なことです。ストレージクラスタ全体の電源をオフにしなければならない定期メインテナン

スやアップグレードプロセスはありません。

•シャットダウンクラスタには、すべてのストレージクラスタプロセス（作業 VM、電源ダ
ウンなど）があります。これには、クラスタ内のノードの電源ダウンや、vCenterまたは FI
クラスタのシャットダウンは含まれません。
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•オフラインクラスタは、ストレージクラスタの動作状態の 1つです。不明なエラーまたは
特定のエラーが発生した場合、またはストレージクラスタがシャットダウンされた場合に、

ストレージクラスタがオフラインになることがあります。

はじめる前に

•ストレージクラスタが正常な状態であることが必要です。

• Preserve Identities属性を使用して、Full-StateタイプとAll Configurationタイプの両方のバック
アップを実行します。バックアップ操作の作成, （8ページ）を参照してください。

ステップ 1 HXストレージクラスタをシャットダウンするには、次の 2つのステップを実行します。

ステップ 2 すべての HXデータストアのすべてのワークロード VMのグレースフルシャットダウンを実行します。
あるいは、vMotionを使用してワークロード VMを別のクラスタに移行します。

ストレージコントローラ VM（stCtlVM）をシャットダウンまたは移動しないでくださ
い。

（注）

ステップ 3 HXストレージクラスタを正常にシャットダウンします。
a) 任意のコントローラVMのコマンドラインから、コマンドを実行して、シェルプロンプトが戻るまで
待機します。
# stcli cluster shutdown

b) クラスタ情報コマンドを実行します。ストレージクラスタがオフラインになっていることを確認しま
す。
# stcli cluster info

コマンド応答テキストで、クラスタサブセクションをチェックし、healthstateが offlineになってい

ることを確認します。

この HXクラスタシャットダウン手順では、ESXiホストはシャットダウンされません。

メンテナンスまたはアップグレードタスクで物理コンポーネントの電源をオフにする必要がない場合は、

この手順を終了して、「次の作業」に進みます。

ステップ 4 HXストレージクラスタの電源をオフにするには、ステップ 2とステップ 3を実行してから、残りの手順
を実行します。

ステップ 5 各ストレージクラスタ ESXホスト上で、コントローラ VM（stCtlVM）をシャットダウンします。

方法を選択します。

vCenter VM電源オフを使用する

a) vCenterクライアントから、各 ESXホスト上のコントローラ VMを特定します。
b) コントローラ VMを右クリックして、[Power] > [Power Off]を選択します。
この方法は、グレースフルゲスト VMシャットダウンを実行します。

vCenter ESX Agent Managerを使用する

a) vCenterクライアントから、ESX Agent Managerコンソールを開きます。
b) 各 ESXホスト上でコントローラ VMを特定して、[Power] > [Power Off]を選択します。
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この方法は、エージェント VMのグレースフルシャットダウンを実行します。コントローラ VMは
エージェント VMです。

vCenter ESXメンテナンスモードを使用する

a) vCenterクライアントから、各 ESXホストを特定します。
b) ESXホストを右クリックして、[Maintenance Mode] > [Enter Maintenance Mode]を選択します。
この方法は、コントローラVMを含むESXホスト内のすべてのVM上でハードシャットダウンを実行
します。

ステップ 6 各ストレージクラスタ ESXホストをシャットダウンします。
a) vCenterクライアントから、ホストを特定します。
b) ホストを右クリックして、[Power] > [Shut Down]を選択します。

ステップ 7 メンテナンスタスクで必要な場合は、FIの電源をオフにします。
CiscoUCSFIは、連続運用向けに設計されています。実稼働環境では、ファブリックインターコネクトを
シャットダウンまたは再起動する必要がありません。そのため、UCSファブリックインターコネクトに
は電源ボタンが付いていません。

CiscoUCSファブリックインターコネクトの電源をオフにするには、電源ケーブルを手で引き抜きます。
または、FIの電源ケーブルがスマート PDUに接続されている場合は、付属のリモコンを使用して電気コ
ンセントからの電力をオフにします。

a) FI上のすべてのストレージクラスタサーバで緑色の電源 LEDが付いていないことを確認します。
b) セカンダリ FIの電源をオフにします。
c) プライマリ FIの電源をオフにします。

これで、HXストレージクラスタの電源が安全にオフになりました。

次の作業

1 ストレージクラスタをシャットダウンまたは電源オフする必要があるタスクを実行します。た

とえば、オフラインアップグレード、ストレージクラスタの物理的移動、またはノード上で

のメンテナンスの実行です。

•アップグレードタスクについては、『CiscoHyperFlex SystemsUpgradeGuide』を参照して
ください。

•ハードウェア交換タスクについては、サーバハードウェアガイドを参照してください。

これらのタスクでは、ホストのシャットダウンが必要な場合があります。サーバハード

ウェアガイドの手順に従って、VMの移行、HXメンテナンスモードの開始、およびサー
バの電源オフを実行します。

ほとんどのハードウェアメンテナンスタスクでは、HXクラスタをシャット
ダウンする必要がありません。

（注）
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2 HXストレージクラスタを再起動するには、HXストレージクラスタの電源オンと起動, （16
ページ）に進んでください。

HX ストレージクラスタの電源オンと起動
次の手順は、グレースフルシャットダウンや電源オフの後のHXストレージクラスタの再起動に
使用します。通常、この手順は、ストレージクラスタ上でメンテナンスタスクが完了してから実

行されます。

はじめる前に

HXストレージクラスタのシャットダウンと電源オフ, （13ページ）の手順を完了します。

ステップ 1 コンセントにつないで FIの電源を入れます。
a) プライマリ FIの電源をオンにします。UCS Managerにアクセスできるようになるまで待機します。
b) セカンダリ FIの電源をオンにします。それがUCSManager内でオンラインになっていることを確認し
ます。

稀に、ファブリックインターコネクトをリブートしなければならないことがあります。

1 SSHを使用して各ファブリックインターコネクトにログインします。

2 次のコマンドを発行します。

FI# connect local-mgmt
FI# reboot

ステップ 2 すべての ESXホストを FIに接続します。
a) 電源が自動的にオンにならない、ストレージクラスタ内のノードの電源をオンにします。
ノードは、自動的に電源がオンになって、ESXにブートするはずです。どのノードもそうならない場
合は、UCS Managerに接続して、UCS Managerからサーバ（ノード）の電源を入れます。

b) 各 ESXホストがアップし、UCSManager内のそれぞれのサービスプロファイルに関連付けられている
ことを確認します。

ステップ 3 すべての ESXiホストがネットワークに到達可能なことを確認します。
すべての管理アドレスに pingします。

ステップ 4 すべてのコントローラ VM（stCtlVM）の電源をオンにします。

方法を選択します。

vSphereクライアントを使用する。

a) vSphereクライアントから、ストレージコントローラホストを参照します。
b) stCtrlVMを右クリックして、[Power] > [Power On]を選択します。
c) 各ホストに対して、手順を繰り返します。

ESXホストのコマンドラインを使用する。

   Cisco HyperFlex Data Platform リリース 2.1 アドミニストレーションガイド
16

HX ストレージクラスタメンテナンスの準備
HX ストレージクラスタの電源オンと起動



a) ホストにログインします。
b) stCtlVMの VMIDを特定します。

# vim-cmd vmsvc/getallvms

c) VMIDを使用して、コントローラ VMの電源をオンにします。
# vim-cmd vmsvc/power.on VMID

d) 各ホストに対して、手順を繰り返します。

ステップ 5 すべてのコントローラVMがブートして、ネットワークに到達可能になるまで待機します。その後で、確
認します。

コントローラ VMのそれぞれの管理アドレスを pingします。

ステップ 6 ストレージクラスタが再起動する準備ができていることを確認します。

a) 任意のコントローラ VMに SSHして、次のコマンドを実行します。
# stcli about

b) コマンドがビルド番号を含むすべてのストレージクラスタ情報を返した場合は、ストレージクラスタ
が開始する準備ができています。ストレージクラスタの再起動に進みます。

c) コマンドがすべてのストレージクラスタ情報を返さなかった場合は、ホスト上ですべてのサービスが
開始するまで待機します。

ステップ 7 必要に応じて、各ノードのメンテナンスモードを終了します。

これは、stcli cluster startコマンドによって自動的に実行されます。

ステップ 8 ストレージクラスタを再起動します。

任意のコントローラ VMのコマンドラインから、次のコマンドを実行します。

# stcli cluster start

HXクラスタがシャットダウン中に実行されたメンテナンスタスクまたはアップグレードタスクによって
は、ノードの HXメンテナンスモードまたは ESXメンテナンスモードが終了する場合があります。不明
なホスト例外に関するエラーメッセージは無視してください。

ステップ 9 ストレージクラスタがオンラインになって正常な状態に戻るまで待機します。

a) 任意のコントローラ VMから、次のコマンドを実行します。
# stcli cluster info

b) コマンド応答テキストで、クラスタサブセクションをチェックし、healthstateが onlineになってい

ることを確認します。

これには、最大で 30分かかります。最後の既知の状態によってはもう少し短くなる可能性があります。

ステップ 10 vCenterから、ESXによりデータストアが再マウントされたことを確認します。
クラスタが使用可能になると、データストアが自動的にマウントされ、使用可能になります。

ESXがデータストアを認識しない場合は、ESXコマンドラインから次のコマンドを実行します。

# esxcfg-nas -r

ステップ 11 ストレージクラスタが正常で、データストアが再マウントされたら、ワークロード VMの電源をオンに
します。

あるいは、vMotionを使用してワークロード VMをストレージクラスタに戻します。
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vNIC または vHBA の変更後の PCI パススルーの設定
説明

vNICまたは vHBAを手動で HXサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレー
トに追加すると、PCIデバイスが再列挙され、VMware directpath I/O設定が失われます。サービス
プロファイルを変更すると、ホストハードウェアが更新されるため、PCIパススルーを再設定す
る必要があります。サービスプロファイルを変更したESXホストごとに次の手順を実行します。

変更した ESXホストのストレージコントローラ VMで次の手順を実行します。

アクション：ESXホスト上で vSphereサービスプロファイルを更新する

ステップ 1 ESXホストを HXメンテナンスモードにします。
ステップ 2 サービスプロファイルで変更（ハードウェアの追加など）を行うか、変更を確認します。

ステップ 3 ESXホストをリブートします。
このホストのダイレクトパス設定が失われます。

ステップ 4 vCenterにログインして、[DirectPath I/O Configuration]ページを選択します。
vCenterクライアントで、[ESX host] > [Configuration]タブ > [Hardware]ペイン > [Advanced Settings] > [Edit]
の順に選択します。

vCenter Webクライアントの [vCenter Inventory]で、[Resources] > [Hosts] > [ESX host] > [Manage] > [Settings]
> [Hardware] > [PCI Devices] > [Edit]の順に選択します。

ステップ 5 パススルー用の LSIカードを選択します。
a) [DirectPath I/O Configuration]ページから、[Configure Passthrough]を選択します。
b) [Mark devices for passthrough]リストから、パススルー用の LSIカードを選択します。
c) [OK]をクリックします。

ステップ 6 ESXホストをリブートします。
ステップ 7 HXストレージコントローラ VM（StCtlVM）の設定を編集して、PCIデバイスを HXストレージコント

ローラ VMに再マップします。
a) 不明な PCIデバイスを見つけて削除します。

vCenterクライアント：[HX storage controller VM]を右クリックし、[Edit Settings] > [PCI device 0] >
[Remove] > [OK]の順に選択します。

vCenter Webクライアント：[HX storage controller VM]を右クリックし、[Edit Settings] > [Remove PCI
device 0] > [OK]の順に選択します。

b) LSIロジック PCIデバイスを見つけて再度追加します。
vCenterクライアント：[HX storage controller VM]を右クリックし、[Edit Settings] > [Add] > [PCI Device]
> [LSI Logic PCI device] > [OK]の順に選択します。
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vCenter Webクライアント：[HX storage controller VM]を右クリックし、[Edit Settings] > [PCI Device] >
[Add] > [LSI Logic PCI device] > [OK]の順に選択します。

ステップ 8 ESXホストの HXメンテナンスモードを終了します。
ホストが再びアクティブになると、HXストレージコントローラ VMが正常にブートして、ストレージ
クラスタに再参加します。
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